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午後 １時３０分開会 

開会挨拶 

 

○福富部会長 

お手元に次第がありますので、それに沿って始めたいと思います。 

前回の部会では、大変活発に御議論していただきまして、想像以上にいろいろな角度や視

点から意見が出されたところです。それを事務局のほうでまとめていただきました。 

まず、その説明から、お願いいたします。 

○事務局  

資料１、第１回部会議論の整理メモをご覧ください。 

第１回目に御議論いただいた内容として、こちらの表にございますように、左のほう、

「現状への対応策について」、「予防的な対応策について」という御意見について、上のほ

うの４つのテーマで書いてございます。もともとある既存の支援事業についての、広報啓発

はどうだったのか。それから隣へいっていただくと、相談体制等についてどう充実・強化さ

せていくのか。それと３つ目が既存支援事業について。最後４つ目が、コミュニケーション、

これが大きな問題になっているんじゃないか、これをどういうふうに今の若い方々に身につ

けていってもらえばいいのかが大きな議論になりました。 

細かく一つひとつ見ていくと、左の既存支援事業についての広報啓発の充実・強化につい

てという点では、「公共施設にパンフレットなどを設置しても、若者は大人・行政・社会と

あまり関わりたくないなど、特有の心理があり手にされないのではないか」「従来の対象者

へ直接情報を届ける以外の方法も必要ではないか」「若者へダイレクトに情報が届かなくて

も、保護者や周囲の人に届いていれば、周囲の人から若者へ届いていくのではないか」等々、

基本的にこれまで行政が何も若者支援をやってなかったかというと、そうではないんですね。 

さまざまな切り口からいろんな相談だとか、いろんなリーフレットをつくって御案内して

いたり施策もやっています。しかし、各部署がばらばらでやっていたという点と、啓発の仕

方としては、行政特有の資料をつくって、公共施設、特に出張所ですとか、そういった所管

の施設のところにも置いて、興味を持って取りに来ていただいた方は手に入るけれども、そ

うでない方についてはどうなのかという御意見がありました。 

そういった点、かなり委員の方々から御指摘いただいて、もうちょっと情報提供する場所

を工夫したらどうかという点が１つ。 
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それから、紙ベースだけではなくて、ほかの方法が必要なのではないか。ひきこもりの

方々の場合には、そういった書類を取りに行くことは難しいので、インターネットですとか

携帯ですとか、電子媒体を使っての情報収集であれば、若い人たちにも向いているのではな

いかという御意見。紙ベースにおいても、コンビニですとか、もっと若い人たちが行きそう

な場所に置くという点とあわせて、手法として紙だけではなくて電子媒体を使った形でやっ

たらどうだろうかという御意見もいただきました。 

２つ目は、相談体制等についての充実・強化、これは、国の指針の中でも、相談窓口を設

けてほしい。そこで、まずお話を聞いて、その場で完結できなくても、適切な機関につなげ

ていくことが大事である。そういったことをやってほしいという話があります。これについ

ては、「顔の見えないネット活用は効果があるか疑問である。文字だけで心のコミュニケー

ションが図れるか。」ということでＦａｃｅ ｔｏ Ｆａｃｅの相談が必要だという考え方

と、「携帯電話など飛躍的に進化するなかで、「Ｆａｃｅ ｔｏ Ｆａｃｅ」と言っている

と取り残されてしまうのではないか。」ともう一つの御意見がございました。両方とも大変

重要な核心をついている御意見だったと思います。 

それに対して、「相談を受けていると両方の面がある。」といった御意見もありました。

これも活発に議論いただきました。 

３つ目が、既存支援事業についてで、「様々な支援は必要だが、優先順位も付けざるを得

ない。」ということで、若者の社会参加の観点からも就労支援に力を入れるべきだという御

意見がありました。 

さらに、職業紹介すればそれば終わりなのか、なぜ困難を有するようになってしまったの

かを考えてみる必要があるという御意見もあり、ある日、突然、社会性がなくなったという

ことではなく、職業紹介だけの支援でいいのかといった疑問も出されました。 

最後が、コミュニケーションについてということで、今の若い方々のコミュニケーション

能力の向上をどうするのか、支援を行っている場所はあるが、そこに行かない若者をいかに

支援の場に結びつけるか、大変厳しい御指摘を受けてございます。 

予防的な対応策につきましては、20代、30代になって、突然、人とのコミュニケーション

がとれなくなったわけではないのではないか。すごく小さいときから、無駄話でもいいから、

自分のことを話す機会をつくって育てる必要があるのではないかということで、ある意味で

の御家庭に目を向けた御指摘もありました。 

それから、一人っ子のお子さんもふえ、共働きの保護者もふえている。そういった家の中
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で子どもが一人で過ごす状況がふえているのではないか、子どもはもっと話したがっている

のではないか、こういった大変貴重な御意見をたくさん出していただきました。 

雑駁ですけれども、以上です。 

○福富部会長 

  ありがとうございました。 

前回の議論では、今まで気がつかなかったような御指摘も伺ったように思います。 

それともう一つ、前回出た質問、具体的な相談等の実績がどうなっているのか、参考資料

で配られているかと思います。それについても簡単に、事務局から説明をお願いします。 

○事務局 

  それでは、「参考」と書かれている資料、「社会生活を営む上で困難を有する若者も対象

とした主な相談等の実績」ということで、前回、委員の方から、データがあると、解決策も

見出しやすいのではないかとい御意見もありましたので、御説明します。 

  前回の部会でご紹介した、若者も対象とする相談事業の実績を、当たっては見たんですけ

れど、細かく年齢別といったデータの取り方をしているものがなかったりしたので、確認で

きたものだけをまとめさせていただきました。 

若年者就労支援室が23年度から事業開始、地域企業就業支援事業についても同様でござい

ます。悩みごと相談室における相談実績件数ですけれども、20年度が945、続いて992、953

と、大体、横並びの件数でございました。 

４番の若者応援講座、これは22年度から開始された事業ですけれども、初級編のほうに33

名、中級編のほうが27名、上級編が27名ということで、これは、定員が30名のところ、この

人数だったと思います。ということはほぼ満杯だったということになります。 

５番目が、うつ専門相談実施状況ということで、平成21年度からの集計開始でございまし

て、21年度実績が12回実施で26件ということでございました。 

また、働く人のメンタルヘルス事業につきましては、21度度から事業開始でして、うつ病

の方への支援実施状況につきましては、講演会の実施回数２回、延べ参加者数は30名、リワ

ーク講座というのは２回の78人、個別就労相談が12回の18名でございます。 

また、中小企業への支援実施状況につきましても、ここに記入されているとおりでござい

ます。 

裏面へいっていただいて、６番、教育センターの教育相談の実績です。面接相談と電話相

談を行っていまして、過去３年の、それぞれの相談件数が出てございます。 
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  それから、教育センターつくし教室通室者数の実績です。 

８番、子どもと家庭の総合相談で、このような膨大な件数の相談を受けています。これは、

基本的には子ども家庭支援センターの受けている相談でございまして、主に児童虐待の相談

件数が圧倒的に多くの部分を占めています。 

９番、心の健康づくりということで、これは、健康部所管ですが、一般精神保健相談と保

健師さんによる訪問指導、それから保健センターの内部における所内面接、電話相談、２年

分ですけれども、それぞれこういった実績があるところでございます。 

以上でございます。 

○福富部会長 

  確かに年齢や相談内容がどうなのか、そういう御質問もあったんですけれども、調べられ

るという意味では、相談を受け付けた件数の把握は当然しているけれども、その都度その都

度、年齢等々詳細に聞かない場合もある。そのため、統計的な資料として、出せるのはこの

ような形ということですね。 

○事務局 

そうですね。 

○福富部会長 

  ここまでで前回の議論の整理ということでしたけれども、次に進む前に、今までのところ

で何かここは違うんじゃないかとかございましたら。 

  よろしいですか。 

  それでは次第の３番目、新宿区で若者支援を行って見えてきた課題ということで、実際に

若者支援をされている方々に来ていただいているんですね。 

○事務局 

  はい。 

  それでは、事務局から御紹介いたします。 

この若年者就労支援室「あんだんて」は、若者支援を行っている複数のＮＰＯ法人さんが

運営協議会を組織して、活動されています。その事務局の方々に活動報告を、今回はお願い

いたしました。 

  それでは、この５つの活動報告をお願いしたいと思います。 

○あんだんて事務局 

  昨年は、しんじゅく若者サポートステーションのほうに御訪問いただきましてありがとう
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ございました。部会の後に、何人かの委員の方に、足をお運びいただきまして、本当に心強

く思っております。ありがとうございます。 

では、お手元の資料にそって御説明させていただきます。あとさまざまなプログラム表な

どを、お配りさせていただいております。お時間のある時に、御覧ください。 

私たちは、国や東京都などの、さまざまな制度を使って、若者支援を行っておりまして、

ことしで４年目を迎えます。また、今年の４月からは、この「あんだんて」で、私たちが総

合相談窓口の事務局機能を担わせていただいています。その具体的な活動内容や実績につい

ては、後ほどお話しさせていただきますが、その前に私たちが、新宿区を中心に若者支援を

行ってきて、さまざまな課題、困難に打ち当たっておりまして、そこをまず御報告できれば

と思っております。 

昨年いらしていただいたときには厚生労働省のしんじゅく若者サポートステーションの事

業を中心に実施していたんですが、今年度から事業が拡大しております。レジュメの１ペー

ジ目に、今年度私たちの行っている事業内容を、載せさせてもらっております。 

今日、初めてお会いする方もいらっしゃるので、ちょっと御説明させていただければと思

うんです。2008年から、厚生労働省の地域若者サポートステーション事業として、しんじゅ

く若者サポートステーションを開所しております。 

相談業務とプログラムを行って、若者の就労への支援を行うということを目的に、2005年

から設置されている事業で、今年は、110カ所、全国で展開されています。 

次に、今年度から始まっている事業として、厚生労働省の高校中退者等アウトリーチ事業

が始まっています。何をするかといいますと、ニートやひきこもりになってしまう若者が、

小学校や中学校ぐらいから何かしらのつまずきがあって、中学校卒業して進路が決まってい

ない方とか、高校中退してしまった方が、ニートになってしまう確率が高いという現状があ

ります。だったらニートになってしまう前に予防していこうということで始まった事業にな

っています。今、区内の定時制高校の校長会では、いかにサポステと連携していくかという

ことがテーマに、話し合いや、研修会が行われているということです。 

また、ここは高校との連携が一番の目的にはなっているんですけれども、教育機関との連

携で非常に苦戦しておりまして、そこのところも後ほど触れていければと思っております。 

さらに、こちらの「あんだんて」の事務局として、新宿区内のそういった支援対象者の方

の一次対応窓口と、あと支援団体のネットワークをつくっていこうということで、いろいろ

機能させていただいております。 
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あとは、東京都の助成事業で東京都若者社会参加応援事業というのも、今年度から実施し

ています。これについても、後ほど詳しくお話しいたしますが、ひきこもりの若者を対象に

して、学びなおし講座を実施しています。 

加えて、昨年に引き続き清掃のジョブトレーニングを、去年よりも強化して取り組んでい

るところです。 

２ページ目の３年間の活動からというところに入らせていただきます。まず厚生労働省の

地域若者サポートステーション事業が、就労支援施設としての位置づけが非常に強いという

ことで昨年もお話ししたんですけれども、今年度に入ってから、さらに数字というものが厳

しく見られてくるようになっております。何人来て、何人進路決定したかという数字のみで

の評価をますますされるようになってきています。 

実際に、進路決定率の低いサポステさんは、厚生労働省に呼び出しされておりまして、実

績が変わらなかったら御退場いただきますという、厳しいことも言われています。 

とはいっても、発達障害を抱えている若者ですとか、小学校からの家庭環境の問題がある

若者がいまして、６カ月以内に進路を決定させるのは非常に厳しいことで、すごく矛盾を感

じながらもやっているところになります。 

あと、厚生労働省の事業では、個別相談までの予算しか出ていないので、ジョブトレーニ

ングの費用だったり、プログラムの実施に関しては、すべて持ち出しで行っている状況です。 

実際に来ている若者は、去年と大きく違うのが低年齢化しているということです。昨年は

20代後半から30代前半の若者が多いという話をさせていただいたんですけれども、最近、10

代、20代前半の若者の来所というのが非常にふえています。あと教育の段階でつまずきのあ

った若者が見られてきているなというのと、生活保護家庭の方、生活保護の連鎖といいます

か、親が働いている姿を見たことがないので、働くということが家庭の中で培われていない

方、そういう方たちは、20代で生活保護を受けていて、生活保護費が、12万、13万もらえる

と、下手にアルバイトするよりも生活保護費をもらってしまったほうが楽なので、就労意欲

がどんどん低下しているという実態があります。 

親に申しわけないと思って来ている子たちのほうが、何とかしなければという思いがある

ので、就労支援につなげやすいんですけれども、現状にはまってしまっている方たちの就労

意欲をいかに喚起させるかということが、新たな課題として出てきています。 

あとは、去年よりも保護者の方の相談が激増しておりまして、非常に親子関係がこじれて

しまったような、保護者の方の子どもへの接し方に問題があるような方たちというのが、結
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構、目立ってきているように感じます。 

これは去年もお話ししたんですが、就労支援の前の支援が必要な方がたくさんいます。い

きなり社会に出されてしまっている状態なので、仕事をするということがすごく高いハード

ルになってしまっています。支援のほうは、そのハードルを下げればということで、人とか

かわることのやり直しだったりとか、さまざまな支援をしております。 

きょう、ピンクのカレンダーをお配りさせてもらっているんですけれども、地域の資源を

フル活用させていただいておりまして、社会福祉協議会さんの御協力で、毎月、けやき園と

いう障害者施設のほうでボランティア体験をさせていただいています。先月ぐらいからの試

みなんですが、新宿区は、ひとり暮らしの高齢の方が非常に多く買い物の困難な方がいると

いうことで、お買い物に困難なおばあさんとかの荷物をうちの若者が持ってあげて、家まで

一緒に帰ったりとか、そういったことで地域の資源を活用させていただきながら、社会参加

の背中を押せるような形で、プログラムを行っております。 

ジョブトレーニングも引き続きやっておりまして、またジョブトレーニングの報告につい

ては、担当のほうから御報告させていただきますが、ジョブトレーニングの場所が、コミュ

ニケーション能力というものを含めて、利用者の緩やかな成長の場になっているなというの

を感じています。 

なので、履歴書の書き方を教えるとか、面接の練習をするというような就労支援も確かに

大切ではあるんですけれども、仕事をしながら成長する場所、緩やかに成長できるような場

所もすごく必要だなというのは、この１年間で強く感じでおります。これから区内に広げて

いきたいなと思っているんですが、人手が足りないというのもありまして、営業も今は回っ

ているんですけれども難しく、そこを何とかしていきたいと思っています。 

あとは、今年度やっているものでは、学びなおし講座というものも始めました。日本は、

学校から社会へスムースに移行できないと、なかなかレールに戻れないという社会だと思う

んです。今まで景気のいいときは、学校から社会へというのは、学校の先生が就職先を見つ

けてきたりとか、そういった形でやっていたと思うんです。けれども、今は違い、うまく社

会に移行できなかった若者が、自分を取り戻す作業ができるようにしたいなということで始

めた事業になります。 

パソコン講座を中心に置いてはいるんですけれども、それ以外に演劇のワークショップを

10コマぐらい入れておりまして、８月25日にこの講座の１期生が卒業しました。みんなの感

想を聞いていると、演劇のワークショップを通して、自分の意見を言ってもいいんだという
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ことがわかったという感想だったりとか、あと自分の意見を言って、否定されることも肯定

されることも何か経験できたことがすごくよかったという感想とか、あと人と接することが

初めて楽しいと思えたというような感想を言っておりまして、２カ月間、同じメンバーと週

２回、１日10時から３時ぐらいまで過ごすんですけれども、多分10年ぶりぐらいなんですね、

みんなそういう他人とそんな長い時間一緒にいるということを体験するのが。 

なので、最初は何かすごく苦痛だったんですけれども、みんな最後にはすごく仲よくなっ

て、同窓会も最後に結成しまして、みんなで連絡網をつくって、じゃ２期生のときには、１

期生のメンバーが２期生の面倒を見るボランティアスタッフとしてかかわっていきたいねみ

たいな、そういった話にもなりました。 

このワークショップは、大学の先生との評価検討会も行っておりまして、どういう仕組み

が必要なのかをさらに研究していきたいなと思っているところです。 

あとは、これも今年度から始まった高校中退者等アウトリーチ事業なんですけれども、事

業の趣旨については先ほどお話しいたしましたが、今、各高校さんにも訪問活動しておりま

す。非常に教育の分野に入っていくことが本当に必要だなというのを感じるんですけれども、

入っていくことが何と難しいんだろうということをすごく感じています。 

その中で事例が幾つか出てきていますので、ちょっと御紹介したいと思います。 

まず、教育委員会のつくし教室さんと今、連携させていただいておりまして、小学校から

の不登校で、中学校にほとんど行かず卒業してしまい、どこにも居場所がないケースを御紹

介いただいています。御家族の難しさがありまして、おばあさんが、今、寝込んでおり、御

両親と連絡がとれないという状況になっています。 

つくし教室さんは、義務教育課程までしか通えないのですけれども、その先生が、居場所

がなくなってしまうからということで、中学校を卒業しても例外的に認めて受け入れている

ということで、どこか他に通える場所がないかということで、サポステのほうに御相談いた

だきました。 

今まで２回、本人と接触できているんですけれども、非常に自閉傾向の強いお子さんで、

まずはこちらを信頼していただかないとつながれないだろうなと思って、今、つくし教室に

２回ぐらい出向いて、行ってということでやっています。 

保護者のおばあさんの御希望は、就労ではなくてあくまで進学だそうなんですが、とはい

っても小学校からずっと不登校なので、いきなり学校に戻るということが、非常に厳しく学

校へ戻るまでのクッションのような場所が何か必要なんですとお話しされておりました。私
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たちは、そういう場所になっていければなと、また体制も整えていかなければいけないなと

感じているところです。 

あとは、今、連携が始まりそうなのが、高校の定時制部門なんですけれども、こちらの高

校さんは、生徒の７割が生活保護で、そのうち母子家庭の御家庭がたくさんあるということ

で、非常におとなしく、コミュニケーションが苦手な生徒が多いということです。卒業はで

きるそうなんですけれども、卒業後どうしていこうかと先生も悩まれていて、今後ちゃんと

連携していけるか、話し合いを始めたところです。 

さらに、新宿区ここ・から広場「あんだんて」の活動内容につい、御報告いたします。 

こちらは、私たちが総合相談窓口をやらせていただいているんですけれども、区内のＮＰ

Ｏの団体さんや新宿区、勤労者・仕事支援センターと協同で運営する部屋で、今年の４月か

ら運営しています。 

2011年４月15日に開所いたしまして、実績の資料は、新規の登録者数７名、９名、８名、

３名と書いてあるんですが、５月に関して、この７名のうち２名が保護者の方というような

表になっています。 

こちらの心理カウンセリングは、財団法人の日本カウンセリングセンターさんが行ってい

たりとか、親向けワークショップはＮＰＯ法人の相談室ハーモニーさんという団体が行って

いて、それぞれの団体の強みや専門性を生かして、新宿区の若者を支援しようと立ち上がっ

たお部屋になります。 

実際にどういった利用者さんが来ているかということで、相談を受けている担当者から御

報告させていただきます。 

○あんだんて事務局 

総合相談窓口で相談に来られた方の内訳といいますか、大きく分けますと２つに分かれま

す。まず当事者が、学校、中学校、高校、それから大学でひきこもってしまった方、それか

ら最初に就職して、ちょっとふぐあいが生じて会社へ行かなくなって、仕事も探したけど、

見つからないでそのうちにひきこもってしまったという方です。 

保護者の方からの相談は、その両方ございまして、ひきこもりの期間が長いと、親御さん

がお子さんとの関係性を結べなくなり、どうしたものかと悩んでいらっしゃいます。８割の

方が、親子関係がうまくいっていない。親子で会話がないとか、会話が始まるとけんかにな

るとかで、対応に苦慮され、長い間悩んで、こちらにいらっしゃるというケースが多いです。 

まず小中学校で、ほとんど学校にも行っていませんでしたという場合は、何らかの障害を
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お持ちのお子さんが多くて、保護者の方からの相談がほとんどです。５月からの開設ですの

で、まだ利用者がそんなに多くありませんが、一人だけ親御さんの面談を通して、お子さん

との面談につながった事例があります。お子さんの接し方で、親御さんのせいではないんで

すよ、コミュニケーションのとり方とかタイミングの問題なんですよということで、接し方

とかを御理解いただき、ちょっと対応を変えただけで、お部屋から出てきてお母さんとお話

しするよというふうになって、面談につながりました。 

あと保護者の方のほうに、精神的な何らかの障害があると感じる方、さらにその親御さん

も三代にわたって、実は母が、私が若いときに精神疾患でと知っていましたという三代にわ

たっての障害をお持ちの方という事例もあります。ただ、そのことを何とかして断ち切らな

いと、ずっとその連鎖がつながっていくなという危機感をすごく感じています。例えば、い

きなり親がとにかく何でもいいから仕事をしてと必死なんですね。それで、無理に連れてい

ってもだめですよ、ひきこもっている時間も大切なんですよとお話をして御理解いただきま

した。でも、御理解いただくには、すごく時間が必要で対応に大変苦労しています。 

それから、当事者の方なんですが、社会人になってから、うつで会社をやめましたという

方もいらっしゃるんですが、話をたどると、小中学校のときから友達とのコミュニケーショ

ンが余りうまくとれていなかったということを多くの利用者さんが訴えています。かなり低

年齢から、問題を抱えて苦しんだと言っていた利用者さんが本当に多いです。こんなに多い

のかと思うぐらい多いです。 

それでも、例えば病院で、発達障害とか、あと統合失調症、２つの障害を持っている利用

者さんもいらっしゃいます。そのような利用者さんも、コミュニケーションセミナーといい

ますか、パソコン教室だとか、そういうのにすごく意欲的になって参加して、まだまだです

が、大分変化されています。だからそういう病気になったらだめということではなく、やり

方によっては、もしかしたらもうちょっとその人の能力が精いっぱいの生き方もできるんじ

ゃないかなと思います。その利用者さんは私の希望なんですが、そういう事例を一つでも多

くしていきたいなと思っております。 

まだまだこれからですし、ここにこういう機関があるということを知らない利用者さんが

いっぱいいますし、ほんの一握りしかこちらには来ていません。関連機関の方から御協力を

いただいて、何とかそういう本人に届く、本人にこういうところを知ってもらいたいと思い

ますので皆さんの御協力をよろしくお願いいたします。 

若者は、友達とかの意見は聞くんですが、親とか偉い人の意見はシャットアウトなんです
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ね。その友達を持っていない孤立している若者ですので、この場所を知ってもらうのは、か

なり厳しいと思うんです。でも、ほとんどの人が、一人でインターネットをしている、例外

なくインターネットをしています。だから、やはり糸口はそこなのかなと思っております。

 相談についての、ご報告を終わります。 

○あんだんて事務局 

  すみません、表の「定期実施」のところの実績の数が違っておりまして、心理カウンセリ

ングの６月の実績が３となっておるんですが、こちらは８の間違いです。 

  ４月15日から開所して、「あんだんて」の課題ですけれども、やはり事業周知をいかにす

るか、そこが大きな課題です。 

  私たちも広報活動に回っているんですけども、なかなか民間団体では入れないようなとこ

ろもありまして、いかに支援対象者の方に届かせていくか、非常に課題を感じています。 

そこで、単に支援対象者の方に「あんだんて」を知っていただきたい、地域の方にこちら

にお越しいただきたいということで、９月11日に保護者向けのセミナーを開催しますので、

資料の中のご案内をご覧ください。こちらのセミナーをきっかけに、地域の人たちと、例え

ば最終的な方向としては、当事者のトークイベントをやったりとか、あと地域の方たちにも

来ていただいて、どうすれば新宿区に若者支援のための仕組みがつくっていけるかと考えて

いただければなと思っています。 

  その他の課題として、保健センターさんからこちらを紹介いただくケースもあるんですけ

れども、非常に困難ケースの御紹介がふえております。そのような中で、ネットワークがつ

くれていない課題を感じます。区内の団体が、私たちの団体の役割がこういう役割で、ここ

の団体はこういう役割で、お互いできるところをやっていこうというネットワークがつくれ

れば、機関同士の丸投げがないのかなと思っています。 

なので、この「あんだんて」を中心に、区内のネットワークを、つくっていきたいなと感

じています。 

あとは、個人情報保護法ができてから、言葉の理解の違いというか、個人情報という言葉

を取り違えて解釈している感じもして、関係機関の連携を阻んでいるなと思っています。 

最後に、若者のジョブトレーニングの担当者からお話しさせていただきたいんですが、ジ

ョブトレーニングは、こういうことを小学校、中学校のときにできていれば、もっと違った

成長があったんじゃないかなというようなことが結構ありますので、ちょっとお話をさせて

いただければと思います。 
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○あんだんて事務局 

現在、ジョブトレと略してしまいますけど、申しわけありません、ジョブトレーニングと

いうのが正式名称です。私が担当しているのは主に清掃のジョブトレーニングです。他に、

コミュニティカフェ、接客のジョブトレーニング、あとはパソコンの事務のトレーニングも

行っています。 

ここで御紹介するのは、私の担当している清掃のジョブトレーニングについてです。今、

区内の地域交流館２館に、２名体制で毎日行っております。毎朝、サポートステーョンに集

合してもらい、ミーティングを開いてから現場に向かいます。私が同行してしまいますと、

彼らの主体性というのがなくなってしまう部分がありますので、２名で行ってもらう場合も

あります。最初の一月は、私が同行して掃除の仕方等を教えて動いてもらうんですが、それ

以降もう大丈夫だろうということになれば、参加者２名で行っていただいています。 

ジョブトレの目的というものを、こちらに書かせていただいたんですが、「外部施設での

一定期間・継続的な清掃業務を通して、役立ち感、達成感を味わい働くことに対して自信を

つける。また、強み（長所）の発見につなげる。仕事をする過程で必要となる課題を自ら設

定し、工夫する経験や、人と協力して仕事に取り組む体験を積む」といったものを掲げてい

ます。 

資料に写真を載せたんですけど、これが交流館の中の清掃風景になります。これで何とな

くのイメージを持っていただければと思います。2010年４月から現在までで29名が参加して

います。 

ジョブトレーニングが終わった後の進路ですけれども、７名がアルバイトです。継続困難

という人なんですが、知的な障害をお持ちの方等は、どうしても覚えられない等の理由があ

ります。もっと自分に合った場所等あるだろうということで、ほかの機関等へ紹介するとい

う形で対処しております。 

私たちはジョブトレーナーとして行っていますが、そのさらにサポート役として、新しく

参加する利用者さんについて指導的な立場として、アルバイト２名の方に参加していただい

ています。このアルバイトの方は、最初みんなと一緒でジョブトレーニングに参加していた

人たちですけども、半年、１年経験してきて指導的な立場に立てるようになった方です。 

今、ジョブトレーニングに行うにあたって、みんなが参加しやすい環境づくりをやり出し

たんですけども、より多く参加したいという利用者さんがふえて、週２回出たいという人が

中にはいまして、よりよい環境づくりは達成できたんではないかと思います。 
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ただ、課題としては、居心地がよくて滞留してしまう参加者さんもいるので、気をつけた

いなと思っております。 

ジョブトレの効果についてですが、参加者の言葉というのが一番わかりやすいのではない

かと思います。いつも日報というものをお渡しして、振り返りをしていただいている中で、

彼らが多く書いていることを御紹介させていただければと思います。 

以前は家の外に出るのが苦痛だったが、今はそれほど苦痛に感じなくなった。人としゃべ

るのが以前より楽になったと思う。仕事をする意味がわかった。人に感謝される、必要とさ

れることを実感できた。週に二、三回でも家の外に出る理由ができてうれしい。仕事を終え

た後の爽快感がすばらしいと思った。ジョブトレを通していろいろな人と知り合えたことが

よかった。きれいになったという達成感を仲間と共有できた。家の外に出る理由ができた。

生活リズムを改善しなければいけないと思うという言葉が多く書かれていました。 

最後に、２名なんですけども、ジョブトレに参加したＩ君とＳさんのケースについてお話

しできればと思います。 

Ｉ君は、大学卒業後４年間ほどひきこもり状態になったんですが、いろいろな支援団体に

も通って、サポステに来所しました。そして、ジョブトレに参加することになりました。 

彼は、初日、余りにもつらくて、続けられないと言って泣いてしまったんですけれども、

担当のスタッフが、ここでやめてしまったら何も変わらないよということを訴えて励ましま

した。そして、二、三カ月たったころには笑顔も見られるようになって、自分の意見をはっ

きり持つようになって、主張もできるようにもなりました。 

そこで、ちょうど私たちの清掃現場でアルバイト募集ということもあったので、彼に説明

してみたら、ぜひやりたいということで参加するに至りました。１カ月ぐらいはアルバイト

とジョブトレーニングを並行して行ったんですけれども、１カ月たったころに、Ｉ君が、ジ

ョブトレを続ける意味がよくわかりませんと、僕のほうに伝えてくれたんですね。ジョブト

レをやり、ちょっと自信ができて、アルバイトをやって、お金をいただき、それはジョブト

レをやる意味がわからなくなって当然だと思うんですが、ただそれが僕たちの目的なので、

とてもうれしかったということを覚えています。 

彼は、今、パソコンのジョブトレは卒業して、先ほどお伝えしたコミュニティカフェでの

ジョブトレにも参加して頑張っています。今度、私たち法人の組合員になるということです。 

Ｓさんは、１年間ぐらいジョブトレーニングを続けました。最初は体力的な問題で、週に

３回は働けないと言っていました。彼には、私に同行してもらって、ハウスクリーニングの
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現場にも、週に２回程度一緒に行ってもらいました。最初は働けないと言っていたんですが、

気がついたら、週に５日、普通に働いていたんですね。１年間、ジョブトレーニングで交流

館の清掃を続けているうちに、自分でも気づかないうちに精神的にも肉体的にも体力がつい

てタフになっていったんだろうと思います。 

彼は、私たち法人が他の自治体で受託している地域交流館で、非常勤の職員さんをやって

います。 

ジョブトレーニングというのは、こうやってみんなの体と心を緩やかに鍛えていく場とし

て、とても適した場所だなと強く感じています。 

以上です。どうもありがとうございました。 

○あんだんて事務局 

  それでは、時間を過ぎてしまい、すみませんでした。 

  御報告を終わります。ありがとうございました。 

○福富部会長 

  次の議題もあるんですけども、今、実際に若者支援を行ってみて、そして見えた問題につ

いて幾つか御報告いただきました。それについて、何か皆さんのほうからありませんか。 

○委員 

  若者が家にいると、親は例えば家にいないでくれとか、もっともっと自分で稼いでくれだ

とかいうような形でしか、仕事というのを見ていないと思うんですね。 

だけれど、本人は、仕事をすることによって、人生の目的だとか目標だとかいうことがだ

んだん見えてきて、仕事することによって、充実もできようになるし、ここに書いてあるよ

うに自己主張できる、自分の考えをはっきり言うことができる。 

それからもう一つは、自分の仕事をやることによって、ほかの人とのコミュニケーション

がとれるようになって、ほかの仕事を教えてあげたいとなっていけると感じたんです。仕事

するということというよりも、そういうことが非常に大切だと思うんです。先ほど家庭で仕

事をする姿が見えないという話しがあったんですけれども、仕事とは何かという意味がわか

らない方が多いかなと思いました。 

○委員 

  今のお話にもあったように、青年期というのは、いろいろな発達課題があるわけですよね。

最終的には、自己実現があって、目標を立てていくんですけれども、自己実現というのは、

仕事であったりとか、ちょっとした社会奉仕活動ということで、自分は社会とかかわること
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によって、社会の中で何らかの役に立っている存在であると、その充足感を一つひとつ積み

重ねていくことが、やがては、社会への帰属意識であったりとか、自己充実という欲求の段

階へとステップアップしていくと思うんですね。 

  ですから、仕事も含めて、ちょっとした美化運動であるとか、あるいは高齢化社会の中で、

買い物困難者と言われる方々への家庭訪問でお手伝いをしてあげるとか、そういったことに

よって社会のネットワークづくりというのが次々に広かっていく。それによって世代間の交

流へと裾野を広げていくような仕組みが必要だと思います。 

  また、先ほどの縦割り的な行政もそうですけど、それぞれの組織間でのコーディネートと

いうのが重要になってくると思うんです。さらに、スタッフの中での役割分担では、コーデ

ィネーター的な存在というんでしょうか、それは医療にしても、医療ソーシャルワーカー、

があるのと同じように、若者を支援していく上でも、間に立って、コーディネートしていく

ような、存在が必要になってくるかな。 

先ほどの報告でもあったと思うんですけれども、ですからこれも一つひとつ見ていくとか

なり問題点が出てくると思うんですが、先ほどの御報告の中では、私はそういった感想を持

ちました。 

○福富部会長 

  ということで、この部会の大きな課題は、行政として具体的にこういう個別的なところで

の若者支援に対して、今のちょうどお話にもありましたネットワークとして、連携させてい

くことができるのだろうか。それをどう生かすことができるか、その生かす仕組みづくりは

どうしていけるだろうかというのを考えるのが、この協議会で我々の部会の使命と考えます。 

  そこで、次の議題が、それにかかわる問題です。新宿区だけで考えてみましても、いろい

ろな機関があるし、組織があるし、それぞれの仕事を実際に展開している。ところがそれを

もう一度全体として、有機的に機能させるためには、何かもう尐し関係機関を連携・充実さ

せるような、そういうものがあり得るのではなかろうか。それをもう尐し強化できるのでは

なかろうか。 

去年の部会でも、そういった意見が出されていました。若者を支援するものが個々あるけ

れども、それらをうまく横につなぐような、そういうネットワークをするような組織、機関

が実は欠けているのではなかろうかといか。そういった意見でした。 

ということで、今日の議題の４番目、若者を支援する関係機関の連携充実・強化に進みま

す。先ほどの御報告は、そういったものを考える上で、幾つか参考になると思います。そこ
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で資料３というのがあると思います。若者を支援する関係機関の連携充実・強化についてで

す。そこを事務局から説明していただいて、その議論の中では、実際に若者支援の活動をし

ている方々との、やりとりもしていただきたいと思います。 

それじゃ、お願いします。 

○事務局 

  わかりました。そうしましたら、Ａ４横の「若者を支援する関係機関の連携充実・強化に

ついて」という資料です。 

  本日は、第２回部会ということで、今度は若者を支援する機関の連携充実・強化というこ

とが、テーマでございます。それについて御議論いただく一つのたたき台として、事務局か

ら御説明いたします。資料の一枚目に、両方とも内閣府の協議会設置運営指針というのがご

ざいます。先ほどもお話の中で多尐申し上げたところですが、協議会というものを設けまし

て、いろいろな関係部署、区民の方や関係団体の方々に入っていただいて、部会長がおっし

ゃられたように、横のつながりが持てるような、ネットワークをつくっていく必要があるん

じゃないかと考えております。 

ついては、ゼロから始めるのではなくて、既に子どもと家庭に関する協議会ができ上がっ

ているんです。この協議会は、子ども家庭サポートネットワークと言って、虐待に関する部

会ですとか、子どもさんの障害等に対して支援を行う部会、それと不登校を含む学校関係の

ほうの部会、この３つの部会があります。この協議会では、今お話した中の横のつながりを

持ちながら、子どもと家庭への支援を行っております。 

そこで若者支援に何が足りないのか、２枚目のところの２番で「既存会議体の活用」をご

覧ください。ということで、今、申し上げた会議体も３層構造を持っていまして、一番上に

代表者会議があります。その下に、実務者会議としての部会が４部会あります。実を言うと、

去年から４つの部会になりまして、事例検討部会を昨年度設置しました。虐待の部会と学校

の部会と発達に関する部会があったのですが、横ぐしを通すような形で、行政や関係団体の

皆様だけだとなかなか解決が難しいということに対して、専門のノウハウを持たれた学識経

験者の方に入っていただいて、いろいろアドバイスをいただきながら検討する部会を設けま

した。部会のさらに下には、サポートチーム会議といいまして、だれだれさんの御家庭をど

うしようか、だれだれちゃんをどういう形でサポートしていったらいいのかという、実際の

個別のケースを検討していく関係者が集まる会議がございます。 

子ども家庭サポートネットワークの構造は、国の指針にある３層構造で、構成員が（３）
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に書かれた左側の表の中です。下から２番目の箱が空白になってございます。それを右の国

の指針に示されているほうを見ていただくと、「雇用」と書いてございますね。子ども家庭

サポートネットワークで、若者支援を行うためには、今、長時間にわたっていろいろな活動

の報告と課題もあわせて御報告かたがた説明していただいた、「あんだんて」の方々といっ

た関係機関が、必要となります。 

そこで既存の子ども家庭サポートネットワークを発展させた形で、就労雇用の関係の方々

に加わっていただき、仮称ですけれども子ども家庭・若者協議会というような、就労支援を

含めた協議会をつくりたいということです。 

もう一枚おめくりいただくと、今、申し上げたことが図であらわされていまして、点線で

卵があって、その内側、左側に実線で卵型のものがありますけれども、これが今の子ども家

庭サポートネットワークでございます。それに今回の就労関係の部会、それから個別のケー

スも検討されるサポートチーム会議を含めた形で合体することで、点線の子ども・若者育成

支援推進法における協議会機能、仮称で子ども家庭・若者協議会などという、例えばで名称

はまだ定かでないんですが、協議会ができたらと思っているところです。 

これについて、いろいろ御意見を伺わせていただきたいというのが、本日の内容でござい

ます。よろしくお願いいたします。 

○福富部会長  

ということで、突然というか、御理解が難しいのかなという気もしないでもないんですが、

いずれにしても、ゼロから何かネットワークづくりをするよりも、せっかく新宿に子ども家

庭サポートネットワークというのがあるわけですから、それを活用して若者支援もできない

か。かつて青尐年問題協議会と次世代育成ということで、現在の次世代育成協議といった新

しい組織ができたわけですけれども、それと同じように、若者支援も既存の協議会に加える

ことによって、若者だけではなくて小さな子どもターゲットに入れた横の組織づくりが可能

かなというのがたたき台なんですけれども、それについて何か御意見ありますか。 

○委員 

  去年に引き続いて視察させていただき、さらに先ほどの「あんだんて」の報告と、ありが

とうございました。 

  報告の中で、教育機関との連携が難しい話があったと思いますが、教育機関の担当者のお

話を伺っていますと、低年齢の頃からいろいろな課題を抱えたまま、18歳以降になると対応

の難しさがある。そういうところで、もう尐し具体的にこの教育との連携の難しさ、そこの
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ところをお話しいただくと、今回のテーマに大いに参考になるのではないかと思われますの

で、お願いいたします。 

○「あんだんて」事務局 

  学校に民間支援団体として入っていくことを、学校の先生が非常に嫌がる傾向があって、

そこが一つ大きな壁になっています。おまえらに何がわかるんだという感じの先生も結構い

ますし、そんな困難な学生は自分の学校にはいないんだと言われる先生や、隠したがる学校

もあります。そこがすごく難しいというのが１つ。 

あとは、今、高校との連携が始まっているんですけれども、高校じゃ遅いなという実感も

あります。つくし教室の先生ともよくお話しするんですが、義務教育を終わって、そこから

途切れちゃう人が圧倒的に多いという話なので、途切れないように何かできないかなという

課題もあります。 

  ただ、そういう子たちは、小学校から不登校とか、多分、出ていると思うんです。その段

階から、長いかかわりじゃないですけれども、協議できるような場があれば、本当に未然に

防げるのではないかというのをすごく感じます。 

○福富部会長 

  ということは、そういう知らない機関同士が、どこで一並びにできるのか、そういうもの

が必要なんですかね。教育は教育というんじゃなくて、そことうまく連携できるような場が。 

○委員 

  子ども・若者育成支援推進法というんですが、子ども家庭教育というか家庭が結構大事で

はないかなと思うんです。先ほどからのずっとお話を聞いていて、生活保護が家庭の収入に

なって、仕事しようといっても、生活保護で成り立っているので、意欲的に働くものを見て

いないとか。それが悪循環で、そのまま仕事に行く意欲とか、仕事することに、全然、興味

を持たないということで、家庭がいかにも教育の場だと思うんですよね。 

  そこのところで、お話のあった高校なんか７割がそういう家庭だと。生活保護は必要な制

度ではあるけれど、その後のビジョンなしに支援だけするんだったら、どうなるんだろうと

いうのがすごく心配です。 

  また、母親も子どもも発達障害だったりする連鎖を、絶たなければいけないと言われるん

だけれども、果たしてこれはどこで絶つんだろうというのを聞いて思ったことです。 

  あと１つだけ、行政の縦割り、横割りのところで、保健センターからの丸投げというのが

いたく気になったんですけれども、それはどういう例でどういうものだったのでしょうか。 
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○「あんだんて」委員 

  こちらからは、いろいろ障害があるんではないかと思われる方を保健センターへつなごう

とするんですね。そうすると、本人が、いえ、私は、何でもない、大丈夫、仕事を探してい

るだけなんだといって、本人がキャンセルする場合はこちらへ保健センターから戻って来る

んです。仕事を探していて、その治療期間とか、そういうのを受け入れない事例、それはや

むを得ない事例ですね。 

あと、障害もあり困難な場合もあるんだけど、本人が仕事をしたいんですと言うと、私ど

ものほうに来る事例があります。うまくいっている事例もあるんですが、全部が全部うまく

いくわけではありません。やっぱり困難を抱えながらも、本人が仕事をしたいという気持ち

がある限り、病院に行きながら、トレーニングしながらという２つの機関で一緒にというの

は、多尐あります。 

  もうちょっと密にお互いに、連携がとれればいいなと思うんですね。こちらの治療のほう

はこういう状況ですという、連携をとってやれれば、もっとよくできるのかなと。いろんな

訓練に参加したり、セミナーに参加したり、ジョブトレに参加したり、あと病院にも行きな

がらと、多くの機関で一人でも多く、いろんな角度で支えるという、それがネットワークと

いうか理想かなと思っています。 

必ずしも保健センターから来たケースが、全部が全部ではないんですけど、時には違うん

じゃないかなと。電話で相談しただけでこちらに来たという事例もあるので、ちょっと厳し

いなという事例も中にはあります。 

○委員 

  先ほどのお話しで、個人情報というのをすごく取り違えてということがありました。その

人のために、みんなでやろうとしているときに、その個人情報保護法があるために、難解に

なっていい解決にならなかったという例がありますか。 

○「あんだんて」事務局 

  個人の情報ですので、本人に断って、了解のもとに支援するのが原則です。それは、原則、

基本そのようにしています。 

ただ、私は状況によって、本人から了解を得られないが、本人のためなので、お互いに支

援者として共通の高さで連携するというのは、いいのではないかなと個人的には思っていま

す。そこが、もうちょっとみんなが同じようなスタンスでできればいいなと思っているんで

す。個人情報は、本人のための個人情報ですので、そこの立ち位置を履き違えないようにし
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てほしいという思いはあります。 

  また、生活保護のお話もありましたが、他区では私たちの団体自体が10月から就労意欲喚

起事業という名前で、どうやって生活保護から働く意欲をかき立てていくか、つまり今まで

の就労支援というと、職安にはこう行くんですよとか、履歴書はこう書きなさいみたいなこ

とが多かったんですが、先ほどおっしゃられていましたけど、働く意味等をセミナーなんか

もしながら、そして実際に職安にも同行したり、ジョブトレーニングへ一緒についていくみ

たいなことをスタートしています。若者サポートステーションだけでは荷が重くて、生活保

護がまたもう一つの、大きな課題なのかなと思っております。 

○福富部会長  

また、議論を戻させてください。立場上、すみません、具体的に協議会のたたき台を出し

たんですけれども、これでどうしょうか。ただこれに若者を加えればいいという問題でもな

いようにも思うんですね。だから、それによって、既存のものが、変わり得るかということ

や、この方向を進めていけば、ある到達点が見えてくるのか、そのあたりはどうでしょう。 

○委員  

もともとの協議会がいいのかという問題もあるんですけども、先ほど縦割りというキーワ

ードが出ましたけれども、この枠組みの中で、どことどこがつながっているのかとか、ちょ

っと頭に浮かびにくいんです。  

多分いろいろなサービスがあって、先ほど、つながっているもの同士の間に話し合いがも

っとあればうまくいくのにというお話がありました。それは、既にネットワークがあるのに、

話し合いが尐ないからうまくいっていないのか、それともネットワークの中で強化なり、後

から加える必要があるのか、そのあたりはどうなんでしょう。 

○福富部会長  

これは、事務局のほうから。 

○事務局  

代表者会議というのは、それぞれの関係機関や部署の代表の方が集まっているので、上の

方には、全部、情報が集まります。その一番上の会議にこの部会に参加いただいている委員

さんにも入っていただいているので、その辺は御存じだと思うんですが、すべての部会の情

報はみんな入ります。 

その下にあるそれぞれ虐待防止等部会、学校サポート部会、発達支援部会、それから事例

検討部会があって、それで今回、仮称ですが若者自立支援部会が入っていただきたいと思っ
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ています。それぞれの部会は、それぞれのことをやっています。ですから、直接的な横のつ

ながりはありません。その課題があったので、この事例検討部会を部会レベルの層に入れて、

横ぐしを通そうとしているんです。 

ただし、一番下のサポートチーム会議というのがありますね。ここが個別具体的なケース

の対応を検討します。この個別具体的なケースの対応においては、関係がある機関の担当職

員や部署の担当者をみんな集めて、この虐待部会のケースでも、学校との関係もあるねとか、

この子はちょっと障害があるかもわからないと言えば、障害部門の担当者も入ってくるとい

う仕組みになっています。 

ということで、先ほどもお話がありましたように、今回、仮称の若者自立支援部会を設置

することによって、例えば「あんだんて」さんが、今までハローワークさんとの連携に苦労

されていたようなことは、協議会ができれば起きなくなります。なぜかといったら、ハロー

ワークさんも、自立支援部会の中に入ってもらおうと考えているからです。 

ということは、部会の中でまず情報共有が行えます。また、ケース会議では、この 30 の

若者をどう支援しようかといったことを、ハローワークさんも「あんだんて」さんも加わっ

ていただき、それから当然この自立支援にかかわる行政の職員も入って検討していきますの

で、そういう意味でも横のつながりが出てくる。 

それから、この協議会には学校サポート部会があり、教育委員会が入っていますから、学

校長を含めたそういう方たちもいます。学校の壁が厚いという問題も、この協議会を活用す

ることにより、そういう壁というものはここではなくなっていますから、個別のケースにお

いても連携できるようになります。 

それから、もう一つは、先ほど委員がおっしゃられていた家庭の課題があるんじゃないか

というお話については、活用しようとしている子ども家庭サポートネットワークは、支援が

必要な子どもと家庭のためのネットワークです。それを、仮称子ども家庭・若者協議会に発

展させることによって、いきなり20代、30代の若者じゃなくその手前については、子ども家

庭サポートネットワークを活用し、子どもから若者への切れ目がない支援が、これからはや

っていけるんじゃないか、こういうことなんですね。 

○委員  

今、事務局の方からお話があったんですけど、その前に私、個人的な考えで頭に浮かんで

いたのが、人間の発達というのは、家庭を一単位として親子関係というものを土台に、社会

性を培っていく。あとは近隣社会という同心円的構造の中で、学校があって、地域社会があ
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って、昔だったら青年団というのがあって、そういったものの中で、人間というのは一人前

になっていく。そういう社会構造が昔あったわけですが、例えばこのサポートネットワーク

機能というのも、そういった考え方に立脚したものと考えていいのかどうか、その辺を事務

局さんに聞きたいですね。 

○事務局  

虐待防止等部会というのは、虐待の問題を中心にしながら、児童相談センターと区にある

子ども家庭支援センター、児童館ですとか、保育園もそうでしょうし、保健センターも入っ

ていますし、それから当然、家庭でのお困り事、相談事も入ります。先ほどの同心円的な問

題という点では、御家庭の問題と、今、言った地域の児童館だとか、それからさらに広域的

な児相の問題とか、そういった関係機関にも入ってもらっています。 

ただ、学校に行かなくなった不登校のお子さんについては、ここが中心ではなく、隣の子

ども学校サポート部会が中心になります。子ども学校サポート部会は、学校に通っているお

子さんに限定されます。 

発達支援部会も、発達障害のあるお子さんが中心的な対象になる部会になってきます。 

それと、同心円という点では、今おっしゃられたように、確かにまず家庭が基礎、まず一

次的には、子育ては、御両親、親御さんが中心になってやっていかなければいけない。それ

から周りの地域、学校も一種の地域の一つになるでしょう。それから自助、共助、公助じゃ

ないですけども、自分のことは自分のところで本人と家庭、それから共助という点ではお友

達とか近隣の地域の方々の御協力、それから最終的にそれで足りなければ公助ということで、

行政がいろんな経済的支援、それからまたは居場所づくりだとか、そういった支援を行う。

そんなようなイメージでございます。 

○委員 

  今の説明でよくわかったのですが、今こちらでやっていらっしゃるような方法は、そうい

ういろいろなそれぞれの部署の連携があったけれども、やっぱりそこからこぼれ落ちてきて、

周りのしっかりとした対応ができない中に、時間が経過していって、かなり深刻な状況にな

っていっている。ですから、これがつながったら、解決することはなくて、恐らくそれぞれ

の教育、福祉、さまざまなところでどういう機能を果たしているのか、そういったものを出

し合いながら、どことどこがつながるのかというこの図をより明確にしていって、日常的に

つながることが大事だというのを明らかにしていかないと、解決しないという思いがします。 

それで、例えば最初のところで、厚労省が、すぐに雇用につながっていないと厳しいこと
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を言われるというお話がありましたが、厚労省は雇用というところに目が行っているもので

すから数になる。しかし、数がなくても、もっともっと人の問題があって、そこへの対応が、

必要な気もします。 

だから、教育のところも、学校側でいろんな課題が大変なことはよくわかっているんです

が、しかし学業の成績というところが最も中心になってきて、今回の課題となっている人が

生きていくときに、就労することの意味や充実感を覚えるというような、こういったことが、

教育の中でその部分が不足しているのではないか。そういう教育の根本のところも、学校が

他の機関と今まで以上に積極的に連携すると、何か尐し解決するのかしらということも思い

ます。 

○福富部会長  

でも、それはよくわかるんですよ。ただ、想定されるようなこと、線のこことここが結び

つくとか、そういうものを逆に明確に作ることによって、うまく連携できなくなる恐れはな

いか。だから、そこのところは自由に連携ができるというような仕組みにしておくという考

え方もあるんだと思う。 

そういうものが、いつでも結びつきができるような自由構造、その可能性を公共性として

示すぐらい。今までの縦割りの問題は、実はいろいろやってみると、縦割りじゃつらいのが

あるじゃないか、そこがネックになったということは、そのかたい構造、硬構造が理由では

ないか。 

  だから、先ほどの厚労省の発想というのがあった。厚労省の発想もわかるけれども、数だ

けじゃないだろうと言いたくなるし、文科省的に言えば、どうするか、学力だけじゃないだ

ろうというような、そこの問題をやっぱり何か新宿区で発信できないか。 

○委員 

  私、例えば、虐待防止等部会で支援を検討する、不登校になっているＡ君と、それと知的

障害のあるＡ君が同じじゃないかなと思うんですよね。そうであるからこそ、もうちょっと

手をつなぐことに横ぐしを入れて、手をつないだようなものはつくっちゃえば、話がとても

わかりやすい。ただ、縦割りに、防止部会はちゃんとやっていますよ、政府の内閣府の何と

かだから、子どもの学校サポートはやっていますよではなくて、だからこの代表者会議とい

うのをつくろうという発想はいいんじゃないかなと思う。 

○福富部会長  

その証拠に、横ぐしを入れる事例検討部会を設置した。 
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○委員 

  それは、わかるんですね。でも、何かここに、部会の段階にあるのが。 

○福富部会長 

  だから、組織図がおかしいですよね。 

○委員 

  横に、独立部分ができるのかなと、私なんか頭が余りよくないから思ってしまう。 

○委員 

  そうしたら、この検討部会をもうちょっと大きくとか、総括するように全部入れて図示し

ちゃうとか。 

○事務局 

  説明を加えさせていただきます。例えば虐待防止等部会で取り上げられるＡ君は、御家庭

でいろいろやっているけども、御家庭が生活保護世帯で経済的な困窮状態、親御さんに余裕

がないために、そのいらつきを小学生の子どもにぶつける。その小学生は当然あざがあるか

ら学校へは行けなくなっちゃう。精神のほうへも支障が出てきた。そうすると、それぞれ３

つの部会にまたがるケースになります。支援策については、下のサポートチーム会議で、３

部会のメンバーが集まって相談します。学校の先生も虐待関係の担当職員も、そこではもう

一体的にやっています。一番下のところでは全部が集まってやります。 

○福富部会長 

  尐しこの図の書き方については、工夫の余地があるんだろうと思うんです。 

○委員  

  私、サポートネットの代表会議に出席しています。ここの共通化という部分では部会では

なく、この下のサポートチーム会議になる感じがするんです。実際この部会というのは年に

何回しかなくて、サポート会議というのは、もう過去の事例にあわせた数だけ行われていま

す。例えばさっき言った３つの問題が重なったような事例の場合には、生活保護から家庭支

援センター、民生児童委員、それから学校、保健センター、全部が集まった会が年に100件

以上でしょうか、多分やっていると思うんです。 

ですから、こういったサポートチーム会議の箇所をまず全部一緒にしたほうがいいです。

そして、この枠はもっと大きい、サポートチーム会議のほうが大きい。 

それで、私たちは妊婦さんから高齢者まで担当しているんですが、中学まではいろんな関

係機関とそれぞれの問題を出し合って話し合う場が多いと思うんですね。そしてあと高齢者。
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高齢者もひとり暮らしとか介護はすごく大変、真ん中の若者の部分というのは、そこからの

問題が上がってこない限りは、問題にならないんですね。中学までは学校から上がってきま

す。でも、中学を卒業してしまって高校にいってしまうと、地域では問題が上がってこない

んですね。 

ですから、さっき言ったここにまた１つ加わることによって、若者を支援する会議が持て

るようになると思うんです。ですから、やっぱりこの協議会の中には若者支援を入れてほし

いとつくづく思います。 

○福富部会長 

  そうすると、このアイデアというのは、アイデアとしてはいい考えです。ただ、いろんな

問題をまだ抱えている。これは、今後、議論の余地を残しておきたいですね。 

この次の会議というのは、全体の協議体です。全体の会議に、部会からの報告をしなきゃ

いけないんですね。その際に、一応こういうことを考えています、ただ細かいことについて

は、まだまだいろいろ名称も含めて検討中だけれども、今こんなことを考えています。 

それともう一つの報告としては、前回の若者の相談についての考え方ですが、こういった

ことを考えました。その上に立って、若者を支援する協議会のことを考えていますけれども、

どうでしょうかということを次回の全体協議会に報告させて、そこでまた御意見をいただく。

そしてそれを持って帰って、あと２回の部会の中で、今ここで出たことをもう尐し細く議論

するという段取りなんですけれども、よろしいですか。 

○委員 

  今まで、こういう表にある協議会をやっているのであれば、地域の力はあったほうがいい

かなと思うので、地域のそういう部会みたいなものも入ってもいいのではないかなと思うん

です。町会長さんのそういう会議があると思うんで。 

○委員 

  いいですか。それは無理だと思います。町会の町会長というのは、要するに任期がおしま

いになったり、やりたい人が続けていたり、町会というのは、何があるから町会長になれる

という資格もないですので、それはちょっと無理があると思います。あくまでわかりません

よ。 

それから、違うことかもしれませんけど、コミュニケーション能力がなくても、それから

人との話し方が下手でも、一人でもできることを支援するのがあると思うのです。ひとつ思

ったんですけれども、この資料の協議会の構成員の中にいろいろありますね。教育だとか書
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いてありますけれども、どうして芸術とか、それから職人さんみたいなところが入っていな

いんでしょうね。多分、ひきこもりの方でも、例えば絵をかくのが上手だとか、文章を書か

せたらうまいとか、そういうところで、根本的にその人が好きなものだったら続けていける

と思うんですよ。わざわざその方に日誌の書き方を教えて、清掃の仕事をさせるとか、そう

いうものではなくて、その人の持っている能力を引き出してあげるということも必要なので、

それはまた個人情報になるかもしれませんけど、適用センスだとか、それから昔、言った知

能検査だとか、そういうものの中から調べて、そのものを認めて、芸術、それから美術、ほ

かにも支援していくほうがいいと思うんですよね。 

決してお金を得るだけじゃなくて、目的と感覚を育ててあげることも、これも指導者の仕

事だと思うんです。 

○福富部会長  

だから、それは目的の問題ですね。だから、世の中の若者支援については、仕事人をつく

るという、職業人をつくるということ、その職業の中にどんなものがあるかということです。 

○委員 

  最後に一言だけというか、これからの部会の進め方の根底にあるというような、底流に流

れているテーマとして、私は、コミュニケーションというのを大切に考えたい。内閣府の協

議会指針、運営方法の第２文目、私は、これは非常に象徴的だと思うんです。 

「お互いに「顔」の見える関係を築くことから始める必要がある」。顔の見える関係とい

うのは、先ほど我々が論議していた横・縦のつながりということを含めて、実はコーディネ

ーターさんとか個人情報の問題だとか、それも含めて、コミュニケーションであり、これか

ら部会の議論の底流に持っていきながら、これからの支援のあり方、関連機関のあり方、こ

れを私は論議していく必要があると思います。 

ですから、コミュニケーションというのは、これは、絶えずメーンテーマというふうに私

は、とらえています。 

○福富部会長 

  ですから、そのコミュニケーションをより円滑にするために、どういうネットワークとか

組織化が可能なのか。先ほど来、サポートチームをそこに１つにまとめるというのは、まさ

にそういうふうに考えている。 

○委員 

  そうですね。顔の見える関係というのは非常に重要だと思います。 
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○福富部会長 

  ということで、今日は昨年に続きいろいろ現場からの声を聞き、また新しい視点や、活発

な議論ができました。本当にどうもありがとうございました。 

 

閉会  

午後 ３時３０分閉会 


